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以下の[1]から� [6]に答えよ.解筈のJi欝序は関わない.� 

[1] 

以下につい よ.式を用いる場合はう いた文字をそのまま般用してよい.� 

1. 	 r原子内の範子はその軌道がド・ブロイ械の波長の整数倍であるときに限ってどのような放

射波も放出せず，円軌道を描いて回るJというのがボーアの定常状態の仮定であった.この

とき，どのよう会軌道が許されるか.� 

2.有効核護軍需とは向か.� 

3.震気詮性護とは侍か.� 

、は何か.4.水素顕子iこついて，動窪分布関数と� 

5.プランク 求める方法を述べよ.� 

6.二原子分子の結合長を求める方法を述べよ.

7.下記に，原子番与をに対する原子のイオン化エネルギーのグラフを示す.国中で，第二期期でi土� 

(BeとB)，(Nと0)，第三興期では� (MgとAl)，(PとS)において大きさの逆転が生じている.

その理由を述べよ.� 
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原子番号

[2] 

N2，02，02十について， を示して，以下の1.'"4.の各議の大小関係を答えよ.� も記

こと.

1.結合次数P 

2.解離エネルギー(結合エネルギー)D 
  

3‘結合の長さ� R
 

4.磁気モーメント� M
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[3] 

水素原子の波動関数として ψ� e-arを仮定して，変分法常用いて� α役最適化して，エネルギ}固

有値を以下の手111買に従って求めよう.必要に応じ，次の積分公式を用いよ.� 
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1.fグψdTの{重を� αを用いて表わせ.ただし，機態様謙治でfj::， dT =r2sin8drd8dゆである.� 

2. fψ率千三ψdTのf重を� αを用いて表わせ，� 

3.	 エネルギ~{(a) =fず討ψdγ/fグψdγ そI::'a ることにより，� αの最適笹およびエネ� 

ルギーを求めよ.

[4] 

一次元井戸型ポテンシヤノレ〈嬬� U を使って，プタ ンの� π言章子が毅叡する竃磁設を譲べよう.

ただし，電子の質量を� m としう� k>Oとする，

1.電子が Oから� αの範囲にあるときの� Schrodinger方程式を求めよ.� 

2.一般解寝付)= Aeikx十� Be-ikx 、て、� AとBの関係争kの瀧たすべき条件を求めよ‘

3.プランク定数� h，m，α，自然数� n いて，エネルギ…闘有値を式で、表せ.� 

4.プタジエンの� 4つの� 1r γf、エネルギー準故国を示せ.

5.π電子が吸収する電磁波の� を式で表せ.そして、その波長を記せ.

レ と比べて長し、か短いか? またうその理由を簡潔に6.その電磁波の波長� 

[5] 

軌道エネルギーがそれぞれ� α恥� αmの原子軌道ゆAうゆ8からなる異核二原子分子の分子軌道

る.αA>αBとし，s(< 0)は共鳴積分である.以下の聞に答えよ.

口1.分子軌道ψ CAifJA十CBゆnについての� 2行� 2亨IJの永年方程式を求めよ.重なり積分� SAB江口� O

としてよい.(日註ckeli設f訟を用いるj 

2.結合性暫i議， を求めよ.� 

3. s2 ~ (αA…� α前立のときの安定化エネルギームを求めよ.必要ならばラ� x<<1に対し勺

れやx)ら1十台を悪いよ� 

[6] 

異駿一� HF について，以下の設需に答えよ.

1.H，F とそれから形成される分子軌道との関孫を国� 

2.原子関距離� 0.096nmの羽Fの双極子モーメントは1.98Dである.篭需の織りとイオン性は

.!: 6xlO…19Cとする。電子の電荷を1.C'm30lO-lD=3.36xいくらか.ただし、� 

は概算でよい。
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